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令和２年度一般会計補正予算の概要令和２年度一般会計補正予算の概要
新型コロナウイルス感染症対策を盛り込んだ補正予算について審議し、それぞれ全会一致で可決・承認されました。
※詳細を7面に掲載しています。

一般会計補正予算（第1号）　　補正額　58億7,382万1千円
●特別定額給付金給付事業…（57億9,990万5千円）
●子育て世帯への臨時特別給付金給付事業…（6,354万6千円）主な事業

一般会計補正予算（第3号）　　補正額　3億9,043万4千円
●小・中学校ICT推進事業…（1億4,974万9千円）
●生活困窮者自立支援事業…（1,978万円）主な事業

主な事業

一般会計補正予算（第4号）　　補正額　7,514万5千円
●事業継続応援金給付事業の申請増加に伴う予算増額

一般会計補正予算（第5号）　　補正額　4億8,951万1千円
●子育て世帯応援キャッシュバック事業…（1億2,253万6千円）
●高齢者感染症対策事業…（6,600万円）
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主 な 内 容
◆一般質問（要旨）……２～４面
◆議案の審議結果　…………５面
◆可決等された案件　………６面
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　　　補正予算の概要　……７面
◆総務文教委員会現地視察�
　横田基地対策特別委員会…８面

新型コロナウイルス感染症対策
を含む補正予算等を可決・承認
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▲リニューアルし、「ネッツ多摩S&Dフィールド」としてオープンした市営競技場
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今定例会では、13名の議員が市政全般にわたり一般質問を行いました。要旨は１〜２問とし掲載しています。
会議録は７月下旬頃に市役所情報コーナー及び図書館に配置します。また、福生市ホームページにも掲載しますので、
ぜひご覧ください。
なお、一般質問通告一覧は、福生市ホームページに掲載しています。
※録画映像を議員名左横のQRコードよりご覧いただけます。

一 般 質 問 （ 要 旨 ）
「市政のここを問う」

加藤市長の4期目の市政運営について

新型コロナウイルス感染症対策等、災害時の避難所及び長期避難所について

PCR検査と軽症者の対応について

市内事業者の今後の新たな支援策について

正和会
杉山 行男 議員

自民党福生
町田 成司 議員

公明党
原田 剛 議員

正和会
小林 貢 議員

▲福生市総合計画（第５期）

▲福生市事業継続応援金給付事業のポスター

▲感染防止対策を講じた予防接種会場

▲「３密」を回避するための体育館での授業の様子

　質問　加藤市長の４期目が始まっ
た。大きな変革と決断の時期だと思
うが、市政運営について所見を伺う。
　市長　まちづくりを進める上での
主な課題として、①新型コロナウイ
ルス感染症対策、②定住化対策にお
ける子育て支援施策、③福生駅周辺
整備事業が挙げられる。福生市総合
計画（第５期）も始まり、様々な施
策を着実に推進するため、私、市職

　質問　昨年の台風第19号での課題
の検証は。また新型コロナウイルス
感染症流行下の避難所の感染対策や、
避難が長期化した場合の対策は。
　市長　台風第19号での市民や市職
員からの意見をもとに庁内で検証。
初動対応を円滑に進めるマニュアル
作成や防災行政無線の戸別受信機の
追加配布等、これまでの対策に積み
増す。新型コロナウイルス流行下の

　質問　新型コロナウイルスのＰＣ
Ｒ検査で陽性反応だが軽症である場
合、どのように対応しているか。
　市長　陽性の場合、医師により入
院が必要かどうかの判断がされ、都
では入院治療の必要がない軽症者や
無症状者は、家庭の事情で自宅療養
を選択せざるを得ない場合を除き宿
泊療養を基本とし、都が用意したホ
テルなど宿泊施設で療養し、健康観

　質問　新型コロナウイルス感染症
の影響で様々な支援策があるが、支
払いに窮する事業者も多い。借入れ
資金の返済条件緩和等、市として配
慮を要請する予定はないのか。
　市長　国から金融機関へ返済猶予
等の既往債務の条件変更に対し柔軟
に対応するなどの配慮要請がされ、
市内金融機関も対応をしているとの
ことで、市から要請の予定はない。

員はもとより、議員、市民の皆様と
「チーム福生」で取り組みたい。
横田基地内の新型コロナウイルス感
染症対策等について
　質問　市の要請等の取組、基地の
感染症対策状況及び感染者の発生状
況について伺う。
　市長　３月27日、横田基地に関す
る東京都と周辺市町連絡協議会から
迅速で万全な措置と情報提供、感染

避難所運営は国からの通知に基づい
て対応する。避難の長期化には、被
災者の社会秩序維持のため、都と協
力し被災住宅に関する対策を進める。

事業者に対する支援について

　質問　自粛要請での休業など、中
小企業や小売店に対しての支援策は。
　市長　市独自の緊急支援策として、
福生市中小企業振興資金融資制度で

察等を行っている。自宅療養となっ
た場合は保健所等によるフォローア
ップがなされている。なお、検査結
果が陰性であっても体調のすぐれな
い方は、かかりつけの先生方に引き
続き診ていただくことになる。
予防接種について
　質問　乳児のＢＣＧワクチンは集
団接種として保健センターで行うが、
新型コロナウイルス感染症への対策

児童・生徒の学びの場に関する対応
について
　質問　長期休業中、生徒と教諭・
教師との声や顔が見える連絡は行わ
れていたか。本来受けるべき学習教
科の補完方法は。また、再開に際し
教室の「３密」をどう回避するのか。
　教育長　各校で週１回程度課題配
付日を設け、一人一人の心身の様子
を直接把握。電話やメール等も使い、

者発生時の通報を要請。その後米国
防総省が基地別の感染者数等の非公
開の方針を示したため、速やかな情
報提供を改めて要請。対策状況では
４月７日に公衆衛生非常事態宣言が
発令、入門時の検査や任務外の移動
制限等が行われている。感染状況は、
４月28日及び５月７日に他基地所属
の海軍兵に感染を確認。隔離対応の
上、既に全員が基地を発っている。

当分の間、据置期間を６月以内から
12月以内に延長、運転資金の利用上
限も１千万円から1500万円に引き上
げた。また、中小企業診断士による
支援相談を実施。さらに国や都また
は福生市からの支援や融資を受けた
事業者に10万円を給付する福生市事
業継続応援金給付事業を今議会に上
程する。また、国の融資に必要な認
定書の発行に遅滞なく対応している。

は取っているのか。
　市長　月１回保健センターで集団
接種の機会を設けている。感染症流
行により３月から中止していたが、
国から予防接種の引き続きの実施と
接種機会の確保を図る旨の通知があ
ったことから、医師会と相談の上、
１回の来場者を減らし、会場の導線
に注意し感染防止策を講じた上で実
施を再開している。

全く連絡が取れない児童・生徒はい
なかった。また、オンライン形式の
学級活動も試行している。学習教科
の補完は、令和元年度末までの分は
春季休業中に補習等で対応、２年度
分は年度中に全て指導する。「３密」
の回避は、福生市立学校版感染症予
防ガイドラインを改訂。分散登校日
を設定するなど、感染予防と児童・
生徒の心身状態に最大限配慮する。

福生市議会HP
（通告一覧へリンクします）
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特別定額給付金給付事業について

臨時休校期間における準要保護世帯の給食費の取扱いについて

予算執行における今後の方針等について

GIGAスクール構想に向けた現状とICT活用について

風水害時の避難行動要支援者等への支援について

公明党
堀 雄一朗 議員

公明党
青木 健 議員

正和会
佐藤 弘治 議員

正和会
山崎 貴裕 議員

公明党
五十嵐 みさ 議員

▲オンライン授業（学校施設も活用）の様子

▲新型コロナウイルス感染防止対策のワンプレート給食

▲令和2年度一般会計予算書と予算説明書

▲オンラインによる学級活動の様子

▲台風第19号の際の避難所の様子

　質問　近隣市町で最も早く受付を
開始したが、事業概要と、周知、申
請、給付における市の取組を伺う。
　市長　事業の実施主体は市区町村
で、本年４月27日時点で住民基本台
帳に記録されている方に１人当たり
10万円、世帯全員の給付金を世帯主
に給付する。一つの課での対応は困
難と判断し、作業準備・進行をシテ
ィセールス推進課に、配慮すべき方

　質問　臨時休業中の給食費につい
ては、国の通知に基づき保護者への
返還や生活保護業務における取扱い
がされているが、準要保護児童・生
徒の給食費は就学援助費として一般
財源化され各自治体の判断となり、
支給されない問題があり、相当額を
別途支給する自治体もある。生活保
護世帯に準ずる準要保護世帯では休
業中の食費や光熱水費が家計を圧迫

　質問　いわゆるコロナ禍により
様々な減税措置が取られ、市税及び
税連動交付金収入の大きな減少が懸
念され、今後の予算執行については
再度検討することはもちろん、その
考え方が大変重要だ。市民に対し理
論と基準を示し、理解と協力を得る
必要がある。予算執行の今後の方針
及び考え方と、その基準を伺う。
　市長　新たに定めた令和２年度予

　質問　子どもたちの１人１台端末
と校内ＬＡＮの整備に向けた施策だ
が、実現への現状など、ＩＣＴ（情
報通信技術）教育推進について伺う。
　教育長　社会生活でＩＣＴを日常
的に活用する中、学校生活や学習、
また教師の働き方改革や特別な配慮
が必要な児童・生徒の支援などの側
面にもＩＣＴが不可欠である。さら
に新型コロナウイルス感染拡大によ

　質問　新型コロナウイルス感染症
が終息しない限り、災害時に要配慮
者や避難行動要支援者へ共助での支
援が困難になると考えられる。公助
の拡充や自助を促す取組が必要では。
　市長　昨年の台風第19号の際、避
難行動要支援者の移送車両が不足し
たので、台数を増やしたい。避難所
には簡易ベッドやパーティションの
ほか消毒液やマスクなど、感染症予

などの対応を各所管課に準備させる
など、一日も早く給付できるよう全
庁を挙げて取り組んでいる。
小・中学校でのオンライン学習等の
導入と活用について
　質問　臨時休業の長期化で必要性
がにわかに脚光を浴びている。本市
での導入と活用への所見を伺う。
　教育長　文部科学省は令和５年度
までに義務教育での端末の１人１台

しているとの声があり、支援につい
て党として市に要望を提出している。
休業期間中の準要保護世帯の給食費
の取扱いはどのようになっているか。
　教育長　３月分の給食費は全国学
校給食会連合会の補助金を活用、提
供中止による食材のキャンセル等を
保護者負担とせず、全額を要保護世
帯を含む納付済み世帯に返還した。
準要保護世帯の取扱いは、３月31日

算の執行方針は、①今後執行予定の
事業は全部または一部の中止や次年
度以降への延期を検討、真に必要な
事業のみ執行する。既に契約済みの
案件も年度内に完了できるか見極め、
一時中止や期間変更などを判断する。
②市民生活への影響を最小限にとど
めるため、経常的な支出は従来どお
りとした上で真に必要な支出にとど
め、歳出抑制に努める。③契約差金

る臨時休業が長期化し、整備の加速
が急務となった。今後、取組に必要
な教育情報セキュリティポリシーの
作成を進め、全ての子どもたちの学
びを保障できる環境を実現したい。
家庭におけるＩＣＴ環境について
　質問　教育のオンライン化には各
家庭におけるＩＣＴ環境の整備も必
要だ。現状把握と取組について伺う。
　教育長　４月に保護者へＩＣＴ環

防の物品調達を進める。また、風水
害は震災と異なり早い段階の避難が
可能なので、親戚や友人の家など避
難施設以外の場所へ早期の自主避難
を呼びかける。福祉避難所は新たに
ご協力いただける施設等を調べたい。
保育園や学童クラブ等の対応について
　質問　感染防止のため学童クラブ
や保育園の閉鎖を行う自治体もあっ
たが、本市は登所・登園の自粛をお

導入や高速大容量通信網を整備する
としていたが、今回の臨時休業長期
化に伴いスケジュールを加速、在宅
学習に必要な通信環境の整備を目指
すとしている。本市もＧＩＧＡスク
ール構想の加速に向け準備を進めて
いる。臨時休業中はオンラインでの
学級活動やドリル学習等を実施した。
再開後も教員が不安なく臨めるよう
研修や委員会等を充実させていく。

付で文部科学省から発出された配慮
を促す通知の趣旨等を踏まえ、３月
分相当を就学援助費等受給世帯に５
月下旬に支給している。
　質問　休業していた４・５月分の
給食費についても同様の措置が取ら
れるべきではないか。
　教育部参事　国の通知の趣旨を勘
案し、国や都の交付金等の活用を庁
内で協議の上、適切に対応したい。

等を活用した予算計上外支出は原則
禁止し、真に必要な支出は補正予算
等の財政上の措置を講ずる。
　市民や事業者の方々への影響が大
きいので、市民サービス低下を招か
ないよう細心の注意を払う。なお、
新型コロナウイルス感染症対策に係
る経費についてはこの限りではなく、
補正予算や予備費等の弾力的運用な
ど積極的に対応していく。

境を調査した結果、日中児童・生徒
が利用可能なパソコンがない家庭が
11％、Ｗｉ−Ｆｉ環境がない家庭が
４％だった。実際にはさらに多くの
方に対応が必要と考える。ＩＣＴを
活用した取組では、オンライン上で
ドリル学習と動画教材などを用い、
学校の指導計画を踏まえた家庭学習
を課したり、ウェブ会議システムで
オンラインでの学級活動を行った。

願いしたのみであった。子どもの受
入れ方針や登所・登園の状況は。
　市長　自粛を要請しつつ、原則、
開所・開園した主な理由は、子ども
と過ごす時間が長くなることによる
児童虐待等の誘発を懸念したもの。
４月以降は３割を切る時期もあり、
５月末時点では５割程度の状況。指
導員や保育士、保護者の皆様のご努
力とご協力に感謝の意を表したい。
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家庭内で起こる危険を回避するための取組について

学びに向かう力（非認知的な能力）について

米軍横田基地のフッ素化合物による環境汚染について

PCR検査センターにつなげる発熱外来の設置について

生活者ネットワーク
三原 智子 議員

正和会
石川 義郎 議員

日本共産党
市毛 雅大 議員

日本共産党
池田 公三 議員

▲「体罰などによらない子育てハンドブック」と児童虐待防止ステッカー（東京都発行）

▲福生第一中学校「7組」入級を祝う会の様子

▲多摩川の水質調査の様子

▲感染症予防に配慮した授業の様子

　質問　外出自粛で家庭が密室化し
ていると推測され、支援を必要とす
る家庭への支援を途切れさせないこ
とが大切だが、取組について伺う。
また、児童虐待やＤＶの相談窓口の
強化にメール等を活用してはどうか。
　市長　在宅時間が増え、児童虐待
等のリスクの高まりを危惧している。
子ども家庭支援センターでは要保護
児童や要支援児童の家庭に電話や家

　質問　学びに向かう力（非認知的
な能力）とは何か。今後、新型コロ
ナウイルス問題の中でどう力を発揮
するのか。具体的な取組も伺う。
　教育長　学びに向かう力（非認知
的な能力）には忍耐力、社会性、思
いやり、自尊心等が含まれる。幼児
期から育み、小学校教育に円滑に接
続することが重要。学校再開後の新
たな生活様式の中で学びの質を高め

　質問　都が有機フッ素化合物を調
査し、立川の井戸で1340ナノグラム、
武蔵村山市で143ナノグラムを検出
したが、福生市の数値は。市内全域
の井戸や湧水、多摩川の緊急調査が
必要。汚染の一因は米軍の泡消火剤
での消火訓練と思われる。雨水管の
水質調査にフッ素化合物を加えては。
また市や市民の水質検査費用の助成
を国や都に求めるべきでは。

　質問　福生市のＰＣＲ検査センタ
ーで市民が検査を受けるには、かか
りつけ医等の診断が必要。安全に対
応できる医療機関は少ないのでは。
発熱外来の設置が必要ではないか。
　市長　東京都では、感染の心配が
ある場合は、まずかかりつけの医療
機関への電話相談を周知している。
市内医療機関では入館時の検温や手
指消毒、発熱患者への別途対応など

庭訪問で支援をした。メールによる
相談対応は、都の児童虐待防止のた
めのＬＩＮＥ相談、ＤＶやデートＤ
Ｖについては、国の「ＤＶ相談プラ
ス」によるメール・チャット相談を
紹介している。市では、情報管理の
面で課題が多く導入を考えていない。
　質問　厚生労働省の調査では３月
の児童相談所の虐待対応件数が昨年
より12％増加したという。実際に相

ていくことにもつながると考える。本
市では、６月から都教委や大学と連
携し、幼保小の関係者や保護者への
アンケートを実施・分析し、幼児期
から継続するプログラムを開発する。
不登校特例校分教室について
　質問　教育行政の新たな取組の一
つとして４月からスタートした。そ
の後の進捗状況を伺う。
　教育長　福生第一中学校「７組」

　市長　昨年１月調査の市の数値は
１リットル当たり12ナノグラムとの
こと。水質調査は毎年市内10か所の
井戸や多摩川で実施している。横田
基地雨水管のフッ素化合物調査や個
人の井戸の水質検査助成及び国や都
への要望は予定していない。
米軍機の飛行回数について
　質問　2019年度の福生市と瑞穂町
の騒音測定結果を合計した飛行回数

工夫もしており、現状で受入れ態勢
は整っていると考える。
小学校の削減案をフィジカルディス
タンスの観点で考えることについて
　質問　感染症に強いこれからの学
校の在り方は、文科省の学校再開指
針にもあるように、フィジカルディ
スタンスを考慮し、１教室当たり20
人以下とすべき。福生市の公共施設
再配置基本方針は40人学級を前提と

談は増えているのか。その原因をど
う分析するか。
　子ども家庭部長　本市における相
談件数は、昨年と比べ３月、４月と
大きな増減はなかったが、緊急事態
宣言が継続された５月11日以降、警
察等からの問合せが少しずつ増えて
きたように思われる。自粛生活が長
引き、不安やストレスが要因になっ
ていると考える。

は11名が入学し開級。生徒が社会的
に自立できる力を一層育むよう、一
人一人の生徒に応じた独自の教育課
程を編成。通常の学級にはない教科
も新設するほか、通常の中学校の標
準時数から２割程度減らし、ゆとり
をもたせ、タブレット端末によるオ
ンライン学習も活用している。個々
の状況を十分に把握し、充実した支
援となるよう整備したい。

は過去15年で最高だった2018年度か
ら３千回以上増えている。市の見解
を伺う。
　市長　福東地域の誘導灯付近の測
定結果は令和元年度が１万4089回で、
近年では平成12年度の１万5418回に
次ぐ。航空機騒音は基地周辺住民の
生活に大きく影響するため、都や周
辺市町とも連携を図り、今後も騒音
対策に粘り強く取り組む。

しており、見直すべきではないか。
　教育長　現状、身体的距離の確保
は各校とも適正に実践している。距
離を開けるだけで教育効果が上がる
わけではなく、現状でも少人数学習
指導やチームティーチング等工夫・
改善もしており、20人学級を独自に
編成する考えはない。再配置の計画
には将来の人口推計を基に、学校児
童数は国の基準に従い進めていく。

「声の市議会だより」を
お届けしています

　音訳ボランティア「福生いとでんわ」に
より、市議会だよりの音訳をデイジー方式
のＣＤにして、視覚障害者（１・２級）の
方にお届けしています。
　ご家族やお知り合いで、ご希望の方がい
らっしゃいましたら、ご連絡ください。

　専用の再生機が必要となりますが、利用
対象者は日常生活用具として給付を受けら
れます。（利用者一割負担）

議会事務局
☎042-551-1523

ご利用ください!
福生市議会インターネット中継

　パソコンのほか、スマー
トフォン、タブレット端末で
も、市議会のインターネッ
ト中継を視聴いただけます。
　議員の一般質問や市長の
答弁の様子が見られ、より
身近に議会を感じていただ
けます。
　ぜひご利用ください。

◆配信内容
　 本会議のライブ映像と録画映像
◆利用方法
　 福生市公式ホームページ→「福生

市議会」よりアクセス

福生市議会
インターネット中継

次回定例会のお知らせ
令和2年第３回定例会（予定）

◎�多摩ケーブルネットワークによる本会議の生中継
を放映予定です。チャンネルは広報ふっさ及び多
摩ケーブルチャンネルガイドでお知らせします。

◆本会議　午前10時開会
　９月1日㈫～4日㈮・９月29日㈫
◆決算審査特別委員会  午前10時開会
　９月8日㈫～11日㈮
◆常任委員会　午前10時開会
　９月15日㈫～17日㈭
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陳　
情

　
結
論
の
付
い
た
陳
情
は
次
の

と
お
り
で
す
。

◆
採
択

○
小
児
が
ん
等
「
特
別
な
理

由
」
で
予
防
接
種
の
再
接
種

が
必
要
な
子
ど
も
に
対
す
る

接
種
費
用
助
成
を
定
期
接
種

と
し
て
位
置
付
け
る
こ
と
を
国

へ
求
め
る
意
見
書
提
出
に
関
す

る
陳
情
書
（
第
２
‐
１
号
）

《
要
望
事
項
》

　

化
学
療
法
や
移
植
、
免
疫

療
法
な
ど
で
予
防
接
種
の
効

果
が
弱
く
な
っ
た
り
、
失
わ

れ
た
子
ど
も
に
対
し
再
接
種

す
る
費
用
の
助
成
を
定
期
接

種
と
同
等
の
位
置
付
け
と
す

る
よ
う
に
早
期
実
施
す
る
こ

と
。

　

再
接
種
に
よ
り
副
反
応
や

後
遺
症
な
ど
健
康
被
害
が
出

た
場
合
、
国
が
持
つ
研
究

デ
ー
タ
や
ワ
ク
チ
ン
の
エ
ビ

デ
ン
ス
を
も
と
に
、
定
期
接

種
と
同
等
の
健
康
被
害
救
済
、

補
償
が
受
け
ら
れ
る
よ
う
に

す
る
こ
と
。

（
提
出
先　

内
閣
総
理
大
臣
、

厚
生
労
働
大
臣
、
衆
議
院
議

長
、
参
議
院
議
長
）

先
般
、
福
生
市
議
会
は
、
令

和
２
年
７
月
２
日
の
立
川
市
内

へ
の
パ
ラ
シ
ュ
ー
ト
落
下
事
故

を
受
け
て
、
７
月
６
日
に
落
下

の
原
因
究
明
と
安
全
確
保
を
要

請
し
、
再
発
防
止
策
を
講
ず
る

ま
で
は
同
様
の
訓
練
は
行
わ
な

い
旨
を
要
請
し
た
。

し
か
る
に
７
月
７
日
、
横
田

基
地
に
お
け
る
パ
ラ
シ
ュ
ー
ト

降
下
訓
練
中
に
、
福
生
市
牛
浜

58-

１
に
フ
ィ
ン
（
足
ひ
れ
）

が
落
下
す
る
事
故
が
発
生
し
た
。

こ
の
事
故
に
つ
い
て
は
、
当
該

落
下
物
を
市
民
が
拾
得
し
た
こ

と
を
契
機
に
事
故
が
明
ら
か
に

な
っ
た
も
の
で
、
先
の
要
請
を

行
っ
た
翌
日
に
発
生
し
て
お
り
、

誠
に
遺
憾
で
あ
る
と
し
、
７
月

14
日
に
抗
議
書
を
議
決
、
発
送

し
た
と
こ
ろ
で
あ
る
。

こ
れ
ら
の
度
重
な
る
事
故
は
、

市
民
生
活
の
安
寧
を
損
な
う
も

の
で
あ
る
と
同
時
に
こ
れ
ま
で

築
き
上
げ
て
き
た
当
市
と
の
信

頼
関
係
を
水
泡
に
帰
す
も
の
で

甚
だ
遺
憾
で
あ
り
、
こ
れ
ま
で

の
要
請
や
抗
議
が
聞
き
届
け
ら

れ
て
い
な
い
無
念
さ
を
感
じ
る
。

福
生
市
は
、
旧
福
生
町
か
ら

現
在
に
至
る
ま
で
75
年
の
間
、

基
地
を
抱
え
た
行
政
運
営
を
余

儀
な
く
さ
れ
て
い
る
。
近
年
で

は
、
平
成
17
年
に
日
米
安
全
保

障
協
議
委
員
会
（
２
＋
２
）
の

中
間
報
告
を
経
て
、
平
成
18
年

に
は
「
再
編
実
施
の
た
め
の
日

米
の
ロ
ー
ド
マ
ッ
プ
」
が
発
表

さ
れ
、
在
日
米
軍
及
び
関
連
す

る
自
衛
隊
の
再
編
に
向
け
た
計

画
が
示
さ
れ
た
。
そ
し
て
、
平

成
24
年
よ
り
航
空
自
衛
隊
横
田

基
地
の
運
用
が
開
始
さ
れ
て
い

る
。
横
田
基
地
は
、
米
軍
の
司

令
部
機
能
と
輸
送
中
継
機
能
を

有
す
る
基
地
か
ら
、
航
空
自
衛

隊
航
空
総
隊
司
令
部
と
在
日
米

軍
司
令
部
、
第
５
空
軍
司
令
部

と
の
併
置
に
よ
り
日
米
共
同
統

合
運
用
調
整
所
が
設
置
さ
れ
、

日
米
双
方
の
司
令
部
組
織
の
連

携
や
相
互
運
用
性
の
向
上
が
図

ら
れ
、
日
本
の
防
空
及
び
ミ
サ

イ
ル
防
衛
の
機
能
を
併
せ
持
つ
、

日
米
共
同
の
最
重
要
施
設
へ
と

態
様
が
変
化
し
、
市
民
の
不
安

は
増
し
て
い
る
。

さ
ら
に
、
平
成
27
年
５
月
に

Ｃ
Ｖ-

22
オ
ス
プ
レ
イ
の
横
田

基
地
へ
の
配
備
が
突
然
発
表
さ

れ
、
平
成
33
年
（
令
和
３
年
）

ま
で
に
Ｃ
Ｖ-

22
オ
ス
プ
レ
イ

10
機
を
横
田
基
地
に
配
備
す
る

計
画
が
示
さ
れ
た
。
こ
れ
に
対

し
て
、
平
成
27
年
６
月
に
当
該

計
画
の
再
検
討
を
強
く
求
め
る

決
議
を
行
っ
た
に
も
か
か
わ
ら

ず
、
平
成
30
年
10
月
に
５
機
の

Ｃ
Ｖ-

22
オ
ス
プ
レ
イ
が
配
備

さ
れ
、
今
後
数
年
間
で
段
階
的

に
当
機
、
計
10
機
と
約
４
５
０

人
の
人
員
を
配
備
す
る
計
画
と

な
っ
て
い
る
。
こ
の
間
に
平
成

28
年
12
月
の
沖
縄
県
に
お
け
る

Ｍ
Ｖ-

22
オ
ス
プ
レ
イ
の
不
時

着
水
を
は
じ
め
、
国
内
外
で
の

事
故
や
緊
急
着
陸
な
ど
が
続

き
、
市
民
の
不
安
が
拭
い
去
れ

な
い
中
、
冒
頭
に
述
べ
た
パ
ラ

シ
ュ
ー
ト
落
下
事
故
、
そ
し
て

今
回
の
フ
ィ
ン
の
落
下
事
故
が

生
じ
た
。

福
生
市
議
会
は
、
一
貫
し
て

こ
れ
以
上
の
基
地
の
機
能
強
化

は
容
認
で
き
な
い
と
表
明
し
て

い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。
現
下
の

横
田
基
地
の
状
況
は
、
機
能
強

化
が
更
に
一
層
進
展
し
、
昼
間・

夜
間
に
お
け
る
航
空
機
の
離
発

着
訓
練
や
人
員
降
下
訓
練
の
状

況
か
ら
も
明
ら
か
に
態
様
の
変

化
が
進
ん
で
お
り
、
今
般
の
落

下
物
事
故
も
基
地
機
能
強
化
す

な
わ
ち
基
地
態
様
の
変
化
に
起

因
す
る
も
の
と
言
わ
ざ
る
を
得

な
い
。
こ
れ
以
上
、
福
生
市
民

は
基
地
が
存
在
す
る
こ
と
に
伴

う
リ
ス
ク
を
受
容
す
る
こ
と
は

で
き
な
い
。

よ
っ
て
、
福
生
市
議
会
は
、

米
軍
及
び
国
に
対
し
次
の
事
項

を
強
く
求
め
る
。

１　

こ
れ
以
上
、
基
地
機
能
強

化
を
し
な
い
こ
と
。

２　

こ
れ
以
上
、
福
生
市
民
に

基
地
が
存
在
す
る
こ
と
に
伴
う

リ
ス
ク
を
受
容
さ
せ
る
こ
と
が

な
い
よ
う
に
す
る
こ
と
。

以
上
、
決
議
す
る
。

　
令
和
2
年
7
月
27
日

福　
生　
市　
議　
会

委
員
会
提
出
議
案
第
１
号

小
児
が
ん
等
「
特
別
な
理

由
」
で
予
防
接
種
の
再
接

種
が
必
要
な
子
ど
も
に
対

す
る
接
種
費
用
助
成
を
定

期
接
種
と
同
等
に
位
置
付

け
る
こ
と
を
求
め
る
意
見

書
（
要
旨
）

委
員
会
提
出
議
案
第
２
号

横
田
基
地
の
基
地
機
能
強
化
に
関
す
る
決
議

議 案 番 号 議　案　名 正和会 公明党 日本共産党 自民党福生 ネット 立憲民主党 議決結果

令
和
２
年
第
２
回
定
例
会

市　長　提　出　議　案
報告第１号 専決処分の承認を求めることについて（福生市税賦課徴収条例等の一部を改正する条例） ○ ○ ○ ○ ○ ○ 承認
報告第２号 専決処分の承認を求めることについて（福生市都市計画税条例の一部を改正する条例） ○ ○ ○ ○ ○ ○ 承認
報告第３号 専決処分の承認を求めることについて（福生市国民健康保険税条例の一部を改正する条例） ○ ○ ○ ○ ○ ○ 承認

報告第４号 専決処分の承認を求めることについて（福生市職員の勤務時間、休日、休暇等に関す
る条例の一部を改正する条例） ○ ○ ○ ○ ○ ○ 承認

報告第５号 専決処分の承認を求めることについて（福生市中小企業振興資金融資条例の一部を改正する条例） ○ ○ ○ ○ ○ ○ 承認
報告第６号 専決処分の承認を求めることについて（福生市国民健康保険条例の一部を改正する条例） ○ ○ ○ ○ ○ ○ 承認
報告第７号 専決処分の承認を求めることについて（令和2年度福生市一般会計補正予算（第1号）） ○ ○ ○ ○ ○ ○ 承認
報告第８号 専決処分の承認を求めることについて（令和2年度福生市国民健康保険特別会計補正予算（第1号）） ○ ○ ○ ○ ○ ○ 承認
議案第24号 福生市税賦課徴収条例の一部を改正する条例 ○ ○ ○ ○ ○ ○ 可決
議案第25号 福生市都市計画税条例の一部を改正する条例 ○ ○ ○ ○ ○ ○ 可決
議案第26号 福生市手数料条例の一部を改正する条例 ○ ○ ○ ○ ○ ○ 可決

議案第27号 福生市特定教育・保育施設及び特定地域型保育事業の運営に関する基準を定める条
例の一部を改正する条例 ○ ○ ○ ○ ○ ○ 可決

議案第28号 福生市家庭的保育事業等の設備及び運営に関する基準を定める条例の一部を改正する条例 ○ ○ ○ ○ ○ ○ 可決
議案第29号 福生市学童クラブの設備及び運営に関する基準を定める条例の一部を改正する条例 ○ ○ ○ ○ ○ ○ 可決
議案第30号 福生市介護保険条例の一部を改正する条例 ○ ○ ○ ○ ○ ○ 可決
議案第31号 令和2年度福生市一般会計補正予算（第2号） ○ ○ ○ ○ ○ ○ 可決
議案第32号 令和2年度福生市介護保険特別会計補正予算（第1号） ○ ○ ○ ○ ○ ○ 可決
議案第33号 福生市表彰条例に基づく一般表彰について ○ ○ ○ ○ ○ ○ 同意
議案第34号 市道路線の認定について ○ ○ ○ ○ ○ ○ 可決
議案第35号 福生市立学校施設等整備基金条例の一部を改正する条例 ○ ○ ○ ○ ○ ○ 可決
議案第36号 福生市新型コロナウイルス感染症緊急対策特別交付金基金条例 ○ ○ ○ ○ ○ ○ 可決
議案第37号 令和2年度福生市一般会計補正予算（第3号） ○ ○ ○ ○ ○ ○ 可決
議案第38号 福生市教育委員会委員の任命について ○ ○ ○ ○ ○ ○ 同意
議案第39号〜 45号 福生市農業委員会委員の任命について ○ ○ ○ ○ ○ ○ 同意
委　員　会　提　出　議　案

委員会提出
議案第１号

小児がん等「特別な理由」で予防接種の再接種が必要な子どもに対する接種費用助成
を定期接種と同等に位置付けることを求める意見書 ○ ○ ○ ○ ○ ○ 可決

令
和
２
年
第
１
回
臨
時
会

市　長　提　出　議　案
報告第９号 専決処分の承認を求めることについて（令和2年度福生市一般会計補正予算（第４号）） ○ ○ ○ ○ ○ ○ 承認
議案第46号 令和2年度福生市一般会計補正予算（第5号） ○ ○ ○ ○ ○ ○ 可決
委　員　会　提　出　議　案

委員会提出
議案第２号 横田基地の基地機能強化に関する決議 ○ ○ ○ ○ ○ ○ 可決

議案の審議結果（〇賛成　×反対） ネット：生活者ネットワーク録画映像をご覧いただけます

※
全
文
を
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
に
掲
載
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正
予
算
を
成
立
さ
せ
る
必
要

が
あ
り
、
専
決
処
分
し
た
た

め
、
承
認
を
求
め
る
も
の
。

歳
入
歳
出
予
算
の
総
額
に
そ

れ
ぞ
れ
58
億
７
３
８
２
万
１

千
円
を
追
加
し
、
歳
入
歳
出

そ
れ
ぞ
れ
３
０
６
億
５
３
８

２
万
１
千
円
と
す
る
。

●
専
決
処
分
の
承
認
を
求
め

る
こ
と
に
つ
い
て（
令
和

２
年
度
福
生
市
国
民
健
康

　
保
険
特
別
会
計
補
正
予
算

（
第
１
号
））

　
福
生
市
国
民
健
康
保
険
の

被
保
険
者
で
被
用
者
の
方
が

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
に
感

染
し
た
場
合
等
に
休
み
や
す

い
環
境
を
整
備
す
る
た
め
に

は
、
速
や
か
な
傷
病
手
当
金

の
支
給
が
必
要
な
こ
と
か
ら
、

一
日
も
早
く
補
正
予
算
を
成

立
さ
せ
る
必
要
が
あ
り
専
決

処
分
し
た
た
め
、
承
認
を
求

め
る
も
の
。
歳
入
歳
出
予
算

の
総
額
に
そ
れ
ぞ
れ
２
８
０

万
円
を
追
加
し
、
歳
入
歳
出

そ
れ
ぞ
れ
67
億
３
９
３
万
３

千
円
と
す
る
。

●
福
生
市
税
賦
課
徴
収
条
例

の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

　
地
方
税
法
の
一
部
改
正
に

伴
い
、
個
人
の
市
民
税
の
非

課
税
の
範
囲
に
関
す
る
規
定

等
を
整
備
す
る
ほ
か
、
新
型

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
等

に
係
る
徴
収
猶
予
の
特
例
手

続
等
に
関
す
る
規
定
等
を
整

備
す
る
も
の
。

●
福
生
市
都
市
計
画
税
条
例

の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

　
地
方
税
法
の
一
部
改
正
に

伴
い
、
引
用
す
る
規
定
を
整

理
す
る
も
の
。

●
福
生
市
介
護
保
険
条
例
の

一
部
を
改
正
す
る
条
例

　
介
護
保
険
法
施
行
令
の
一

部
改
正
に
伴
い
、
令
和
２
年

度
に
お
け
る
介
護
保
険
料
の

減
額
賦
課
に
係
る
保
険
料
率

に
関
す
る
規
定
を
整
備
す
る

も
の
。

●
令
和
２
年
度
福
生
市
一
般

会
計
補
正
予
算（
第
２
号
）

　
介
護
保
険
特
別
会
計
繰
出

金
の
増
額
、
学
校
支
援
地
域

組
織
事
業
の
増
額
な
ど
を
実

施
す
る
に
当
た
り
、
歳
入
歳

出
予
算
の
総
額
に
そ
れ
ぞ
れ

３
３
０
４
万
６
千
円
を
追
加

し
、
歳
入
歳
出
そ
れ
ぞ
れ
３

０
６
億
８
６
８
６
万
７
千
円

と
す
る
も
の
。

●
令
和
２
年
度
福
生
市
介
護

保
険
特
別
会
計
補
正
予
算

（
第
１
号
）

　
消
費
税
率
引
上
げ
に
合
わ

せ
た
低
所
得
者
の
保
険
料
軽

減
強
化
が
令
和
２
年
度
に
完

全
実
施
と
な
る
こ
と
に
伴
い
、

減
額
し
た
保
険
料
と
同
額
を

繰
入
金
に
振
り
替
え
る
も
の
。

●
福
生
市
表
彰
条
例
に
基
づ

く
一
般
表
彰
に
つ
い
て

　
ス
ポ
ー
ツ
推
進
委
員
と
し

て
貢
献
さ
れ
た
飯
田
忍
氏
、

社
会
福
祉
協
力
委
員
と
し
て

貢
献
さ
れ
た
石
毛
和
美
氏
、

介
護
認
定
審
査
会
委
員
と
し

て
貢
献
さ
れ
た
伊
藤
民
子
氏
、

学
校
医
と
し
て
貢
献
さ
れ
た

平
沢
龍
登
氏
、
学
校
薬
剤
師

と
し
て
貢
献
さ
れ
た
町
田
和

士
氏
、
交
通
安
全
推
進
委
員

会
委
員
と
し
て
貢
献
さ
れ
た

秋
山
充
典
氏
、
前
久
保
省
吾

氏
、
下
田
博
氏
、
情
報
公
開

審
査
会
委
員
及
び
個
人
情
報

保
護
審
議
会
委
員
と
し
て
貢

献
さ
れ
た
坂
本
丁
次
氏
、
環

境
審
議
会
委
員
及
び
明
る
い

選
挙
推
進
委
員
と
し
て
貢
献

さ
れ
た
杉
森
侑
氏
、
国
民
健

康
保
険
運
営
協
議
会
委
員
及

び
行
政
改
革
推
進
委
員
会
委

員
と
し
て
貢
献
さ
れ
た
横
川

隆
子
氏
、
消
防
団
員
と
し
て

貢
献
さ
れ
た
稲
生
剛
礼
氏
、

髙
橋
直
志
氏
、
髙
木
敬
三
氏
、

奥
山
貴
志
氏
、
根
津
正
德
氏
、

山
下
真
央
氏
、
名
取
宏
樹
氏
、

春
日
芳
夫
氏
、
森
田
亮
平
氏
、

古
谷
建
大
氏
、
土
地
を
寄
附

さ
れ
た
石
原
晴
湖
氏
を
一
般

表
彰
す
る
も
の
。

●
市
道
路
線
の
認
定
に
つ
い

て
　
寄
附
い
た
だ
い
た
土
地
を

市
道
と
し
て
適
正
に
管
理
し
、

利
便
性
の
向
上
を
図
る
た
め
、

新
た
に
市
道
第
１
２
８
０
号

線
と
し
て
認
定
す
る
も
の
。

●
福
生
市
立
学
校
施
設
等
整

　
備
基
金
条
例
の
一
部
を
改

正
す
る
条
例

　
小
学
校
及
び
中
学
校
Ｉ
Ｃ

Ｔ
推
進
事
業
の
経
費
に
対
し
、

学
校
施
設
等
整
備
基
金
を
充

当
す
る
に
当
た
り
、
基
金
の

処
分
対
象
に
関
す
る
規
定
を

整
備
す
る
も
の
。

●
福
生
市
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
感
染
症
緊
急
対
策
特

別
交
付
金
基
金
条
例

　
東
京
都
市
町
村
新
型
コ
ロ

ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
緊
急
対

策
特
別
交
付
金
を
財
源
と
す

る
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感

染
症
対
策
に
資
す
る
事
業
の

経
費
に
充
当
す
る
た
め
の
基

金
を
設
置
す
る
に
当
た
り
、

条
例
を
制
定
す
る
も
の
。

●
令
和
２
年
度
福
生
市
一
般

会
計
補
正
予
算（
第
３
号
）

　
国
や
東
京
都
の
交
付
金
を

活
用
し
た
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
感
染
症
へ
の
追
加
対
策

に
資
す
る
事
業
の
ほ
か
、
小�

・
中
学
校
臨
時
休
業
の
影
響

に
伴
う
福
生
第
三
小
学
校
防

音
機
能
復
旧
（
復
機
）
事
業

の
令
和
３
年
度
へ
の
延
期
に

当
た
り
、
歳
入
歳
出
予
算
の

補
正
及
び
繰
越
明
許
費
設
定

の
必
要
が
生
じ
た
た
め
、
歳

入
歳
出
予
算
の
総
額
に
そ
れ

ぞ
れ
３
億
９
０
４
３
万
４
千

円
を
追
加
し
、
歳
入
歳
出
そ

れ
ぞ
れ
３
１
０
億
７
７
３
０

万
１
千
円
と
す
る
。

●
福
生
市
教
育
委
員
会
委
員

の
任
命
に
つ
い
て

　
任
期
満
了
に
伴
い
、
引
き

続
き
野
口
哲
也
氏
を
教
育
委

員
会
委
員
と
し
て
再
任
す
る

こ
と
に
同
意
す
る
も
の
。

●
福
生
市
農
業
委
員
会
委
員

　
の
任
命
に
つ
い
て

　
福
生
市
農
業
委
員
会
委
員

と
し
て
木
下
義
彦
氏
、
小
山

明
男
氏
、
野
㟢
賢
吾
氏
、
古

谷
清
一
氏
、
細
谷
善
道
氏
、

村
野
昭
氏
、
吉
澤

治
氏
の

７
名
を
任
命
す
る
こ
と
に
同

意
す
る
も
の
。

●
専
決
処
分
の
承
認
を
求
め

る
こ
と
に
つ
い
て（
令
和

２
年
度
福
生
市
一
般
会
計

補
正
予
算（
第
４
号
））

　
事
業
継
続
応
援
金
給
付
事

業
の
申
請
増
加
に
伴
い
、
遅

滞
な
い
支
給
に
つ
な
げ
る
よ

う
一
日
も
早
く
補
正
予
算
を

成
立
さ
せ
る
必
要
が
あ
り
、

専
決
処
分
し
た
た
め
、
承
認

を
求
め
る
も
の
。
歳
入
歳
出

予
算
の
総
額
に
そ
れ
ぞ
れ
７

５
１
４
万
５
千
円
を
追
加
し
、

歳
入
歳
出
そ
れ
ぞ
れ
３
１
１

億
５
２
４
４
万
６
千
円
と
す

る
。

●
令
和
２
年
度
福
生
市
一
般

会
計
補
正
予
算（
第
５
号
）

　
国
や
東
京
都
の
交
付
金
を

活
用
し
た
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
感
染
症
に
対
す
る
子
育

て
世
帯
及
び
高
齢
者
向
け
支

援
策
、
保
育
所
・
学
校
等
の

衛
生
対
策
、
避
難
所
に
お
け

る
感
染
症
予
防
対
策
の
実
施

に
当
た
り
、
歳
入
歳
出
予
算

の
総
額
に
そ
れ
ぞ
れ
４
億
８

９
５
１
万
１
千
円
を
追
加
し
、

歳
入
歳
出
そ
れ
ぞ
れ
３
１
６

億
４
１
９
５
万
７
千
円
と
す

る
。
市
内
事
業
者
で
買
い
物

等
を
し
た
子
育
て
世
帯
に
対

し
、
子
ど
も
一
人
に
つ
き
１

万
５
千
円
を
キ
ャ
ッ
シ
ュ
バ

ッ
ク
す
る「
子
育
て
世
帯
応

援
キ
ャ
ッ
シ
ュ
バ
ッ
ク
事

業
」、
65
歳
以
上
の
高
齢
者

に
心
身
の
健
康
等
に
寄
与
す

る
３
千
円
相
当
の
カ
タ
ロ
グ

ギ
フ
ト
を
配
布
す
る「
高
齢

者
感
染
症
対
策
事
業
」な
ど
。

※
意
見
書
及
び
決
議
は
５
面

に
掲
載
し
て
い
ま
す
。

●
福
生
市
手
数
料
条
例
の
一

部
を
改
正
す
る
条
例

　
行
政
手
続
に
お
け
る
特
定

の
個
人
を
識
別
す
る
た
め
の

番
号
の
利
用
等
に
関
す
る
法

律
の
一
部
改
正
に
伴
い
、
通

知
カ
ー
ド
に
関
す
る
規
定
を

削
除
す
る
も
の
。

●
福
生
市
特
定
教
育
・
保
育

施
設
及
び
特
定
地
域
型
保

育
事
業
の
運
営
に
関
す
る

　
基
準
を
定
め
る
条
例
の
一

部
を
改
正
す
る
条
例

　
特
定
教
育
・
保
育
施
設
及

び
特
定
地
域
型
保
育
事
業
並

び
に
特
定
子
ど
も
・
子
育
て

支
援
施
設
等
の
運
営
に
関
す

る
基
準
の
一
部
改
正
に
伴
い
、

特
定
地
域
型
保
育
事
業
者
に

よ
る
連
携
施
設
の
確
保
の
特

例
に
関
す
る
規
定
を
整
備
す

る
も
の
。

●
福
生
市
家
庭
的
保
育
事
業

等
の
設
備
及
び
運
営
に
関

す
る
基
準
を
定
め
る
条
例

の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

　
家
庭
的
保
育
事
業
等
の
設

備
及
び
運
営
に
関
す
る
基
準

の
一
部
改
正
に
伴
い
、
家
庭

的
保
育
事
業
者
等
に
よ
る
連

携
施
設
の
確
保
の
特
例
に
関

す
る
規
定
及
び
居
宅
訪
問
型

保
育
の
提
供
に
関
す
る
規
定

を
整
備
す
る
も
の
。

●
福
生
市
学
童
ク
ラ
ブ
の
設

備
及
び
運
営
に
関
す
る
基

準
を
定
め
る
条
例
の
一
部

を
改
正
す
る
条
例

　
放
課
後
児
童
健
全
育
成
事

業
の
設
備
及
び
運
営
に
関
す

る
基
準
の
一
部
改
正
に
伴
い
、

学
童
ク
ラ
ブ
支
援
員
の
認
定

資
格
研
修
に
関
す
る
規
定
を

整
備
す
る
も
の
。

●
専
決
処
分
の
承
認
を
求
め

る
こ
と
に
つ
い
て（
福
生

市
税
賦
課
徴
収
条
例
等
の

一
部
を
改
正
す
る
条
例
）

　
地
方
税
法
の
一
部
を
改
正

す
る
法
律
の
公
布
に
伴
い
条

例
改
正
の
必
要
が
生
じ
、
専

決
処
分
し
た
た
め
、
承
認
を

求
め
る
も
の
。

●
専
決
処
分
の
承
認
を
求
め

る
こ
と
に
つ
い
て（
福
生

市
都
市
計
画
税
条
例
の
一

部
を
改
正
す
る
条
例
）

　
地
方
税
法
の
一
部
を
改
正

す
る
法
律
の
公
布
に
伴
い
条

例
改
正
の
必
要
が
生
じ
、
専

決
処
分
し
た
た
め
、
承
認
を

求
め
る
も
の
。

●
専
決
処
分
の
承
認
を
求
め

る
こ
と
に
つ
い
て（
福
生

市
国
民
健
康
保
険
税
条
例

の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
）

　
地
方
税
法
施
行
令
の
一
部

を
改
正
す
る
政
令
の
公
布
に

伴
い
条
例
改
正
の
必
要
が
生

じ
、
専
決
処
分
し
た
た
め
、

承
認
を
求
め
る
も
の
。

●
専
決
処
分
の
承
認
を
求
め

る
こ
と
に
つ
い
て（
福
生

市
職
員
の
勤
務
時
間
、
休

　
日
、
休
暇
等
に
関
す
る
条

例
の
一
部
を
改
正
す
る
条

例
）

　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
等

対
策
特
別
措
置
法
に
基
づ
く

国
か
ら
の
緊
急
事
態
宣
言
及

び
東
京
都
か
ら
の
緊
急
事
態

措
置
を
受
け
て
小
・
中
学
校

や
保
育
園
で
休
業
・
休
園
が

行
わ
れ
、
子
の
世
話
を
行
う

職
員
が
出
勤
困
難
と
な
る
場

合
な
ど
が
生
じ
た
こ
と
か
ら

条
例
改
正
の
必
要
が
生
じ
、

専
決
処
分
し
た
た
め
、
承
認

を
求
め
る
も
の
。

●
専
決
処
分
の
承
認
を
求
め

る
こ
と
に
つ
い
て（
福
生

市
中
小
企
業
振
興
資
金
融

　
資
条
例
の
一
部
を
改
正
す

る
条
例
）

　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感

染
症
の
拡
大
に
よ
り
影
響
を

受
け
て
い
る
市
内
中
小
企
業

者
に
対
し
、
一
日
も
早
く
運

転
資
金
不
足
解
消
の
一
助
と

す
る
た
め
に
条
例
改
正
の
必

要
が
生
じ
、
専
決
処
分
し
た

た
め
、
承
認
を
求
め
る
も
の
。

●
専
決
処
分
の
承
認
を
求
め

る
こ
と
に
つ
い
て（
福
生

市
国
民
健
康
保
険
条
例
の

一
部
を
改
正
す
る
条
例
）

　
福
生
市
国
民
健
康
保
険
の

被
保
険
者
で
被
用
者
の
方
が

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
に
感

染
し
た
場
合
等
に
休
み
や
す

い
環
境
を
整
備
す
る
た
め
に

は
、
速
や
か
な
傷
病
手
当
金

の
支
給
が
必
要
な
こ
と
か
ら
、

条
例
改
正
の
必
要
が
生
じ
、

専
決
処
分
し
た
た
め
、
承
認

を
求
め
る
も
の
。

●
専
決
処
分
の
承
認
を
求
め

る
こ
と
に
つ
い
て（
令
和

２
年
度
福
生
市
一
般
会
計

補
正
予
算（
第
１
号
））

　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感

染
症
対
策
と
し
て
、
特
別
定

額
給
付
金
給
付
事
業
及
び
子

育
て
世
帯
へ
の
臨
時
特
別
給

付
金
給
付
事
業
な
ど
を
実
施

す
る
た
め
、
一
日
も
早
く
補

可
決
等
さ
れ
た
案
件（
要
旨
）

▲４月に開設された臨時さくらクラブ
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■一般会計補正予算（第１号）
（１）  子育て世帯への臨時特別給付金給付事業（6,354万６千円：子ども育成課）

児童手当を受給する世帯に対し、対象児童一人につき１万円を給付します。対象児童は約6,050人。
（２） 子育て世代包括支援センター事業（610万１千円：健康課）

妊婦一人当たり、妊婦健康診査受診の際の移動に利用できるタクシーギフト券を３千円分、感染防止のために必要な物品等を購入するための
商品券を７千円分、合計１万円分を配布します。対象者は約600人。

（３）  特別定額給付金給付事業（57億9,990万５千円：シティセールス推進課）
基準日（令和2年4月27日）において、住民基本台帳に記録されている市民（57,340人、30,321世帯）に対し、一人につき10万円を給付します。

■一般会計補正予算（第３号）
（１） 生活困窮者自立支援事業（1,978万円：社会福祉課）

相談体制の強化を図るとともに、住居確保給付金の増額を行い、生活困窮者に対する総合的な支援を実施します。
（２）  障害児通所給付事業（415万２千円：障害福祉課）

特別支援学校等の臨時休業に伴い、放課後等デイサービスの利用時間が増加したことから、障害児通所給付費を増額します。
（３）  ひとり親家庭等への臨時特別給付金給付事業（3,633万２千円：子ども育成課） 市独自 

児童育成手当の受給者に対して、対象児童一人につき３万円を臨時に給付します。対象児童は約1,200人。
（４）  予防接種事業（229万６千円：健康課） 市独自 

ＢＣＧ予防接種における感染リスクを低減させるため、実施回数を増やし、１回当たりの接種者数を減らします。
（５）  事業継続応援金給付事業（7,514万６千円：シティセールス推進課） 市独自 

国・東京都・福生市等からの各種支援や融資等を受けた、市内に事務所・店舗等を有する中小企業者及び個人事業主に対して、１事業者につ
き10万円を給付します。

（６）  災害対策事業（1,525万６千円：安全安心まちづくり課） 市独自 
災害時における感染症拡大を防止するため、指定避難所の衛生用品等の備蓄を強化します。

（７） 小・中学校ＩＣＴ推進事業（１億4,974万９千円：教育指導課）
ＧＩＧＡスクール構想に基づく、児童生徒１人１台端末の早期実現を図り、学校や家庭におけるＩＣＴの活用により、全ての子どもたちの学
びを保障できる環境を整備します。（小学校2,014台、中学校1,141台）

■一般会計補正予算（第４号）
 事業継続応援金給付事業の申請増加に伴う増額分（7,514万５千円：シティセールス推進課）

■一般会計補正予算（第５号）
（１） 庁舎管理事務（168万７千円：契約管財課） 市独自 

本庁舎をはじめとした公共施設の窓口等に飛沫感染対策のためのパネルを設置します。
（２） 生活困窮者自立支援事業（733万１千円：社会福祉課）

相談体制の強化や住居確保給付金の申請者増に対応するため、支援員を増員します。
（３） 高齢者感染症対策事業（6,600万円：介護福祉課） 市独自 

65歳以上の高齢者に心身の健康等に寄与する3,000円相当のカタログギフトを配布するとともに、申込みの無い方に対し、地域包括支援セン
ターと連携し、安否確認やギフトの申込み支援を実施します。対象者は約15,200人。

（４）  新型コロナウイルス感染症緊急支援事業補助金（2,000万円：子ども育成課）
保育所等が感染防止のための衛生用品や備品等を購入するための費用（上限：50万円（延長保育実施施設は100万円））を補助します。

（５）  ひとり親世帯臨時特別給付金給付事業（7,961万４千円：子ども育成課）
児童扶養手当受給世帯等に対し、１世帯当たり５万円、第二子以降一人につき３万円を加算して臨時特別給付金を給付するとともに、減収世
帯には更に５万円を追加給付します。対象は約770世帯。

（６）  ウェルカム赤ちゃん臨時特別給付金給付事業（3,632万２千円：子ども育成課） 市独自 
特別定額給付金の対象外となっている令和２年４月28日から令和３年４月１日に生まれた子どもに対し、一人につき10万円の臨時特別給付金
を給付します。対象児童は約400人。

（７）  子育て世帯応援キャッシュバック事業（１億2,253万６千円：子ども育成課） 市独自 
平成14年4月2日から令和2年8月1日に生まれた子どもがいる世帯を対象に、子ども一人につき１万５千円を上限に市内での買い物や食事等に
対し、キャッシュバックを実施します。対象者は約7,300人（4,600世帯）。

（８） 学童クラブ事業（1,457万９千円：子ども育成課）
学童クラブにおいて、感染防止のための衛生環境を整備します。

（９）  感染症対策事業（618万７千円：健康課） 市独自 
公共施設の管理や市民サービスに必要な衛生用品等を一括で購入し、整備します。

（10） 災害対策事業（5,007万８千円：安全安心まちづくり課） 市独自 
避難所の感染症予防対策として、段ボールベッドや簡易間仕切り等を備蓄します。また、今後の感染症対策としてマスク等の衛生用品等を備
蓄します。

（11） 小・中学校教育環境整備支援事業等（小学校2,033万８千円、中学校937万７千円：教育支援課）
小・中学校の再開に伴い、感染症対策及び学習保障に係る消耗品等を整備します。

（12）  学校給食センター管理事務（2,395万６千円：教育支援課） 市独自 
新型コロナウイルス感染症対策に資する衛生用品等を保管する倉庫を確保するため、旧第二学校給食センターを改修します。

新型コロナウイルス感染症対策を含む補正予算が可決・承認されました
（主な内容）
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横
田
基
地
対
策
特
別
委
員
会

編

集

後

記

当
初
の
予
定
で
は
、
今
年

の
夏
に
東
京
２
０
２
０
オ
リ

ン
ピ
ッ
ク
・
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ

ク
が
開
催
さ
れ
て
い
ま
し
た

が
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

が
世
界
中
で
猛
威
を
振
る
っ

て
い
る
こ
と
に
よ
り
、
東
京

２
０
２
０
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・

パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
の
み
な
ら

ず
、
多
く
の
催
し
が
延
期
、

中
止
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

福
生
市
議
会
と
し
て
は
、

３
月
議
会
同
様
、
６
月
議
会

に
お
い
て
も
大
幅
な
時
間
短

縮
に
努
め
ま
し
た
。
３
月
議

会
で
中
止
と
し
た
一
般
質
問

は
、
各
議
員
の
持
ち
時
間
を

60
分
か
ら
30
分
に
短
縮
し
て

行
い
、
陳
情
以
外
の
議
案
は

委
員
会
付
託
せ
ず
、
す
べ
て

本
会
議
即
決
で
行
っ
た
こ
と

で
大
幅
な
時
間
短
縮
を
図
り

ま
し
た
。

６
月
議
会
で
は
、
一
般
会

計
補
正
予
算
を
審
議
し
、
事

業
継
続
応
援
金
給
付
事
業
、

ひ
と
り
親
家
庭
等
へ
の
臨
時

特
別
給
付
金
給
付
事
業
、小・

中
学
校
Ｉ
Ｃ
Ｔ
推
進
事
業
な

ど
を
可
決
し
ま
し
た
。

ま
た
、
７
月
27
日
に
は
臨

時
会
が
開
催
さ
れ
、
追
加
の

一
般
会
計
補
正
予
算
を
審
議

し
ま
し
た
。
高
齢
者
感
染
症

対
策
事
業（
カ
タ
ロ
グ
ギ
フ

ト
配
布
）、
子
育
て
世
帯
応

援
キ
ャ
ッ
シ
ュ
バ
ッ
ク
事
業

な
ど
を
可
決
し
ま
し
た
。

引
き
続
き
市
民
の
暮
ら
し

に
役
立
つ
市
政
、
市
議
会
と

し
て
邁
進
し
て
い
き
ま
す
。

　
例
年
実
施
し
て
い
る
防
衛

省
本
省
及
び
北
関
東
防
衛
局

へ
の
要
請
行
動
に
つ
い
て
、

７
月
21
日
に
実
施
す
る
こ
と

を
決
定
し
た
。

　
要
望
項
目
は
、
基
地
運
用

の
安
全
対
策
の
徹
底
を
は
じ

め
、
騒
音
防
止
対
策
の
推
進
、

市
が
概
算
要
望
し
て
い
る
令

和
３
年
度
防
衛
補
助
事
業
の

採
択
な
ど
、
全
８
項
目
で
あ

る
。

４　
横
田
基
地
に
関
す
る
情

報
等
に
つ
い
て

①
４
月
28
日
及
び
５
月
７
日

に
、
米
軍
の
段
階
的
移
動
制

限
計
画
の
一
環
で
、
派
遣
前

の
経
過
観
察
の
た
め
に
横
田

基
地
に
滞
在
し
隔
離
を
受
け

て
い
た
他
基
地
所
属
の
米
海

軍
兵
と
そ
の
サ
ポ
ー
ト
ス
タ

ッ
フ
少
数
名
に
つ
い
て
、
新

型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
感
染

者
が
確
認
さ
れ
た
。
な
お
、

米
海
軍
兵
及
び
サ
ポ
ー
ト
ス

タ
ッ
フ
は
、
既
に
全
員
が
横

田
基
地
を
発
っ
て
い
る
。

②
今
年
９
月
に
予
定
さ
れ
て

い
た
横
田
基
地
日
米
友
好
祭

は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

感
染
症
の
影
響
に
よ
り
、
中

止
と
な
っ
た
。

③
５
月
30
日
頃
か
ら
今
年
10

月
頃
ま
で
の
予
定
で
、
グ
ロ

ー
バ
ル
ホ
ー
ク
６
機
と
人
員

約
80
名
が
、
横
田
基
地
に
一

時
展
開
し
て
い
る
。

　
７
月
６
日
に
臨
時
委
員
会

を
開
催
し
、
７
月
２
日
に
立

川
市
内
で
発
生
し
た
人
員
降

下
訓
練
中
に
お
け
る
パ
ラ
シ

ュ
ー
ト
の
落
下
事
故
に
つ
い

て
、
在
日
米
軍
等
に
対
し
、

安
全
確
保
及
び
再
発
防
止
等

を
文
書
に
よ
り
要
請
す
る
こ

と
を
決
定
し
ま
し
た
。

　
７
月
14
日
に
臨
時
委
員
会

を
開
催
し
、
７
月
７
日
に
市

営
牛
浜
駅
西
口
自
転
車
駐
車

場
付
近
で
発
生
し
た
人
員
降

下
訓
練
中
に
お
け
る
フ
ィ
ン

（
足
ヒ
レ
）
の
落
下
事
故
に

つ
い
て
、
原
因
究
明
、
安
全

対
策
の
徹
底
及
び
実
効
性
の

あ
る
再
発
防
止
策
等
を
求
め
、

在
日
米
軍
等
に
対
し
、
文
書

に
よ
り
強
く
抗
議
す
る
こ
と

を
決
定
し
ま
し
た
。

（
要
請
文
及
び
抗
議
文
を
ホ

ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載
）

　
７
月
27
日
に
臨
時
委
員
会

を
開
催
し
、「
横
田
基
地
の

基
地
機
能
強
化
に
関
す
る
決

議
」
を
委
員
会
提
出
議
案
と

し
て
提
出
す
る
こ
と
を
決
定

し
ま
し
た
。（
５
面
に
掲
載
）

　
６
月
12
日
に
委
員
会
が
開

催
さ
れ
４
件
の
議
題
に
つ
い

て
審
査
し
ま
し
た
。
主
な
内

容
は
次
の
と
お
り
で
す
。

１　
令
和
元
年
度
防
衛
補
助

事
業
等
実
施
状
況
に
つ
い
て

　
障
害
防
止
工
事
補
助
事
業

は
、
小
学
校
の
防
音
機
能
復

旧
（
復
機
）
事
業
な
ど
３
事

業
を
実
施
し
、
事
業
費
３
億�

２
０
４
８
万
９
千
円
、
補
助

額
１
億
99
万
４
千
円
で
あ
っ

た
。

　
民
生
安
定
施
設
整
備
補
助

事
業
は
、
防
災
行
政
無
線

（
移
動
系
）
施
設
改
良
事
業

な
ど
２
事
業
を
実
施
し
、
事

業
費
１
億
１
１
６
９
万
８
千

円
、
補
助
額
２
８
５
７
万
７�

千
円
で
あ
っ
た
。

　
特
定
防
衛
施
設
周
辺
整
備

調
整
交
付
金
事
業
は
、
５
億�

５
６
５
６
万
６
千
円
の
交
付

金
を
、
第
三
小
学
校
増
築
工

事
、
市
民
会
館
舞
台
装
置
等

改
良
工
事
や
市
立
学
校
Ｉ
Ｃ

Ｔ
推
進
事
業
基
金
へ
の
積
立

て
な
ど
６
事
業
に
充
当
し
て

実
施
し
た
。

２　
令
和
３
年
度
防
衛
補
助

事
業
概
算
要
望
に
つ
い
て

　
令
和
３
年
度
防
衛
補
助
事

業
概
算
要
望
で
は
、
小
中
学

校
防
音
機
能
復
旧
（
復
機
）

事
業
６
事
業
な
ど
全
８
事
業

を
要
望
し
、
補
助
額
の
合
計

は
、
令
和
４
年
度
の
国
庫
債

務
負
担
行
為
分
を
含
め
７
億�

１
５
３
２
万
２
千
円
を
見
込

ん
で
い
る
。

３　
横
田
基
地
周
辺
対
策
等

要
望
事
項
（
案
）
に
つ
い
て

▲防衛省本省へ要請（7月21日）

　6月5日、人工芝グ
ラウンド等が整備され
リニューアルオープン

した市営競技場を視察。まず担当職員から改め
て工事、施設概要等の説明を求め人工芝の敷設
等の確認を行っていきました。
　公設グラウンドとして西多摩地域で初めて人
工芝化した当競技場は、陸上競技（100m×6コ
ースの直送路（全天候型舗装）、1周424メート
ルのジョギング走路（ゴムチップ舗装））、サッ
カー、アルティメット、ソフトボールなど各種
競技が行えます。
　また、熱中症対策のためのミスト噴霧装置、
夜間照明を整備。付帯設備としては駐車場等の

充実が図られました。既設44台分に加え新たに
30台分、多目的スペースも含めると92台分の駐
車が可能。また駐輪場も54台分を新設。使用料
は増額となったものの、更なる利用率拡大が見
込まれると感じました。
　さらに管理棟の改修工事も行われており、室
内や外壁等の確認を行いました。
　事務室、主催者控室、救護室、会議室、男女
更衣室、授乳室、男女シャワー室（各5ブース
うち車いす対応各1ブース）、トイレ等、バリ
アフリー化、衛生管理の観点からも改善が図ら
れており、利用者の利便性拡大に努めたことを
確認しました。
　さて、当競技場は、福生市では初めてとなる

ネーミングライツ（命名権）協定が締結され、令
和2年4月から市営競技場の愛称は『ネッツ多摩
Ｓ＆Ｄフィールド』となっています。期間は令
和2年4月1日から令和5年3月31日までの3年間、
命名権料（年額）100万円。
　西多摩地域の新たなスポーツ文化の拠点とし
てより親しまれ市民の交流の場となるよう期待
するとともに、
更なる利用率
の向上に向け
議会としても
支援していき
たいと思いま
す。

総務文教委員会
現 地 視 察

▲ネッツ多摩S&Dフィールドを現地視察

新型コロナウイルス感染症
拡大防止に係る福生市議会の対応

感染症拡大防止のため、日程を短縮しました

　令和2年第2回定例会は、新型コロナウイルス感染症対策を含
む補正予算など重要事項の審議を最優先とし、次のとおり開催
しました。

・会期を３日間に短縮し、一般質問の前に議案審議を行いました
・議案を本会議即決としました（陳情のみ委員会付託）
・一般質問の上限時間を短縮しました（60分→30分）

感染症予防策を講じました
・傍聴をご遠慮いただきました
・発言中のマスク着用を許可しました
・各階に消毒液を設置しました
・職員の出席を最小限にとどめました
・議場及び委員会室の窓や出入口を開放し換気に努めました

議会改革に関する協議会から ～新たな取り組み～

今後も、より良い福生市議会を目指し、全議員で議会改革に関する様々な事項について協議していきます。

『福生市議会災害対応方針』を策定しました
　福生市議会では、今後、福生市において大地震等の大規模災害が発生
した際に、災害対応方針に基づき、迅速かつ適切な対応を図ります。

 地域における活動 
　参集指示があるまでは、地域において人命救助等の救援活動に積極
的に参加し、市民の安全確保と応急対応に努めるなど、地域における
活動に従事します。
 連絡体制の確保 
　議会からの情報提供や参集指示に速やかに対応できるよう、連絡体
制を確保します。
 災害情報の収集・報告 
　地域活動等により、市が集めることができない地域の災害情報など
を収集し、福生市議会議長を通して災害対策本部に報告します。
 災害状況の把握 
　災害状況の把握に努め、今後の防災・減災対策に生かすことで、市
民の生命、身体及び財産を災害から守ることにつなげます。
 訓練等の実施 
　災害発生時に適切な行動をとれるよう、日頃より災害対応に関する
知識の習得や災害に備えた準備及び訓練に努めます。

〜議員の役割（概要）〜

Facebook TwitterSNSで議会の情報を
発信しています!


